
 
 

  

新
教
育
長
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

教
育
長 

飯
田 

秀
一 

  

教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
に
よ
り

ま
し
て
、
10
月
１
日
か
ら
新
た
に
市
議

会
の
同
意
を
得
て
、
市
長
か
ら
の
任
命

を
い
た
だ
き
、
教
育
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
飯
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

再
任
と
い
う
形
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
歴
史
と
伝
統
に
輝
く
東
金
市
の
教

育
行
政
の
推
進
に
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
改
正
と
な
っ
た
新
し
い

教
育
委
員
会
制
度
の
概
要
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。 

一
．
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
の
責 

任
者
で
あ
る
『
教
育
委
員
長
』
職 

が
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
『
教
育
長
』 

 

が
そ
の
責
任
者
と
な
っ
た
こ
と
。 

二
．
教
育
長
の
任
期
が
４
年
か
ら
３ 

 

年
に
な
っ
た
こ
と
。
ま
た
任
命
権 

 

者
が
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
に
な 

っ
た
こ
と
。 

三
．
市
長
と
教
育
委
員
会
が
教
育
行 

 

政
に
つ
い
て
協
議
す
る
公
式
な
場 

 

と
し
て
『
総
合
教
育
会
議
』
が
設
置 

さ
れ
た
こ
と
。 

 

こ
の
総
合
教
育
会
議
で
は
、
今
年
度

「
教
育
行
政
の
大
綱
の
策
定
」
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
必
要
に
応

じ
次
の
よ
う
な
事
項
も
協
議
さ
れ
ま

す
。 

・
教
育
の
条
件
整
備
な
ど
重
点
的
に 

構
ず
べ
き
施
策 

・
児
童
、
生
徒
等
の
生
命
、
身
体
の 

 

保
護
等
緊
急
の
場
合
に
構
ず
べ
き 

措
置 

  

今
後
益
々
、
教
育
の
充
実
と
発
展
の

た
め
、
市
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、
開

か
れ
た
教
育
委
員
会
で
あ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

 

    

  

 

 

10
月
９
日
（
金
）
、
北
中
学
校
に
お
い

て
、
東
金
市
小
中
学
校
体
育
研
究
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
市
内
外
か
ら
多

く
の
体
育
関
係
者
が
集
い
、
二
学
年
男
女

に
よ
る
「
ダ
ン
ス
」
の
授
業
が
公
開
さ
れ

ま
し
た
。 

当
初
、
緊
張
気
味
で
あ
っ
た
生
徒
た
ち

の
表
情
も
次
第
に
ほ
ぐ
れ
、
リ
ズ
ム
の
変

化
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
由
に
表
現
す
る

姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
動
き
づ
く
り
の
場
面
で
は
、
曲
想

の
イ
メ
ー
ジ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
、

グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
作
品

を
創
り
あ
げ
る
な
ど
、
新
し
い
体
育
授
業

の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
大
変
有

意
義
な
研
究
授
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 
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教育委員会だより（１） 

教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た 

上段左より 齊藤委員､小高委員､藍委員 
下段左より 飯田教育長､川嶋教育長職務代理者  

体
育
公
開
研
究
会 

創作ダンスに励む生徒たち 



 

 

 

   
 

 
 

 
 

去
る
8
月
5
日
、
東 

金
市
議
会
議
事
堂
に
お 

い
て
「
東
金
市
子
ど
も 

議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

当
日
は
、
市
内
の
各 

中
学
校
よ
り
選
出
さ
れ 

た
16
名
が
子
ど
も
議
員 

と
し
て
出
席
し
、
東
中 

 

 

学
校

3
年
の
鴻
巣
莉
帆
さ
ん
が
議
長

を
務
め
ま
し
た
。 

 

各
子
ど
も
議
員
か
ら
、
「
東
金
市

の
未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
様
々
な
質
問
や
提
案
が
発
言
さ

れ
、
市
長
、
教
育
長
が
答
弁
を
行
い

ま
し
た
。 

 

東
金
市
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、

中
学
生
ら
し
い
視
点
で
質
問
や
提
案

を
し
て
い
た
子
ど
も
議
員
の
姿
に
逞

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

 

教育委員会だより（２） 

学校名・学年 氏  名 質  問  事  項  等 

東金中１年 板倉 和亜 東金市の教育・文化について 

東 中１年 藤本 悠希 都市整備・安全について 

西 中１年 坂田 光輝 
「みのりの郷東金」の経済効果と今

後の展望について 

北 中１年 増田 遥香 お年寄りのための福祉について 

東金中２年 新井 太陽 東金市の福祉・健康について 

東 中２年 中村 勇斗 教育・文化について 

西 中２年 佐々木千秋 東金市の都市整備・安全について 

北 中２年 秋元 真憂 東金市が行う環境政策について 

東金中３年 髙橋 愛葉 東金市の祭りについて 

西 中３年 小川 寧音 教育環境について 

北 中３年 山内 志織 
東金市内における建物の耐震対策に

ついて 

東金中３年 大野 澪奈 東金駅駐輪場の環境整備について 

東 中３年 尾崎 桃果 東金市の観光イベントについて 

西 中３年 齊木虎之介 乗り合いタクシー事業について 

北 中３年 山本 竜大 教育に関すること 

東 中３年 鴻巣 莉帆 【議長】 

  

 

市議会議事堂にて記念撮影 

子ども議員の氏名及び質問事項等 

平 成 ２７ 年 度 
東 金 市 子 ど も 議 会 

東
金
市
子
ど
も
議
会
開
催 



   

10
月
７
日
（
水
）
、
東
金
ア
リ
ー
ナ
及 

び
陸
上
競
技
場
・
家
徳
グ
ラ
ウ
ン
ド
に 

お
い
て
、
市
内
の
小
学
校
９
校
に
よ
る 

球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

男
子
を
中
心
に
編
成
さ
れ
る
サ
ッ
カ 

ー
の
部
と
、
女
子
の
み
の
編
成
に
よ
る 

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
に
分
か 

れ
て
、
優
勝
目
指
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ 

ら
れ
ま
し
た
。 

   

  

１０
月
1
日
（
木
）
、
東
中
学
校
で
市
教

育
委
員
会
主
催
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
３
人
の
先
生
方
が
そ

れ
ぞ
れ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業

提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。
画
像
を
操
作

し
て
相
似
な
図
形
の
性
質
を
理
解
す
る

学
習
や
、
付
箋
紙
の
機
能
を
利
用
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
討
論
す

る
学
習
、
動
画
機
能
を
活
用
し
た
歌
舞

伎
の
外
郎
売
の
朗
読
学
習
な
ど
、
意
欲

的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。 

 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
３
年
間
か
け
て
、
全
小
中
学
校
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
40
台
配
置
す
る
計
画
を

す
す
め
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
既
に
小

中
学
校
８
校
に
配
備
済
で
あ
り
、
来
年

度
に
残
り
５
校
に
配
備
す
る
予
定
で

す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で 

    

  

総
合
優
勝 

正
気
地
区
（
４
連
覇
） 

１０
月
１１
日
（
日
）
、
東
金
市
民
体
育 

祭
が
開
催
さ
れ
、
正
気
地
区
が
総
合
優 

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
種
目
別 

の
成
績
と
し
て
、
正
気
地
区
が
玉
入
れ 

で
７
連
覇
、
福
岡
地
区
が
綱
引
き
で
２ 

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。 

主
な
優
勝
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

・
総 

合 
 

 
 

正
気
地
区 

・
綱
引
き 

 
 

 

福
岡
地
区 

・
合
同
リ
レ
ー 

 

正
気
地
区 

・
む
か
で
リ
レ
ー 

正
気
地
区 

・ 

・
玉
入
れ 

 
 

 

正
気
地
区 

         
 

 

☆ 

特 

報 

☆ 

 

第
66
回
山
武
郡
市
民
体
育
大
会 

  
 

《 
東
金
市
総
合
優
勝 

》 

 

６
月
２８
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
第

６６
回
山
武
郡
市
民
体
育
大
会
に
お
い
て

東
金
市
が
１２
年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。 

   
 

 (

東
中
学
校
３
年
４
組 

鈴
木 

啓
磨) 

 全
国
大
会
で
走
っ
て
み
て
思
っ
た
こ 

と
は
、
全
国
の
舞
台
で
自
分
の
力
を
発 

揮
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
難
し 

い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
上 

に
は
ま
だ
ま
だ
早
い
人
た
ち
が
た
く
さ 

ん
い
て
、
自
分
に
は
戦
力
、
努
力
と
も 

に
足
り
て
い
な
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま 

し
た
。 

し
か
し
全
国
の
舞
台
で
走
れ
た
こ
と 

は
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、
顧
問
の
先 

生
・
家
族
や
周
囲
で
応
援
し
て
く
だ
さ 

っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

今
後
の
目
標
は
、
自
分
の
志
望
す
る 

高
校
に
合
格
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出 

場
し
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
で
す
。 

 

最
後
に
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

 

 

教育委員会だより（３） 

 

第
62
回
東
金
市
民
体
育
祭 

東
金
市
小
学
校
球
技
大
会 

教育委員会だより（３） 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業
研
究
会 

 児
童
生
徒
の
情

報

活

用

能

力

や
、
思
考
力
・
表

現
力
の
向
上
が

図
れ
る
よ
う
、

創
意
を
生
か
し

た
活
用
法
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

第
42
回
全
日
本
中
学
校
陸
上 

競
技
選
手
権
大
会
の
思
い
出 

男子 1500m出場 

  
             〖大会結果〗 
【ミニバスケットボールの部】     【サッカーの部】 

優 勝：鴇嶺小学校       優 勝：城西小学校 

  準優勝：城西小学校       準優勝：日吉台小学校  



～学校創立１００周年～              

  
”
ひ
び
け
!!
き
ら
め
け
!! 

東
金
っ
子
ハ
ー
モ
ニ
ー 

” 

11
月
５
日
（
木
）
、
東
金
文
化
会 

館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
６
回
『
東 

金
市
小
・
中
音
楽
発
表
会
』
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
音
楽
発
表
会
は
、
市
内
の

各
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

「
同
じ
会
場
で
表
現
活
動
・
鑑
賞

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
を
深

め
、
小
中
学
校
連
携
の
機
会
と
し

て
い
ま
す
。 

        

 

当
日
は
市
内

13
校
の
小
中

学
校
の
児
童･

生
徒
が
「
金
管

合
奏
」
や
「
合
唱
」
を
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
生
か
し
て
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
年
３
月
に
東
京 

の
府
中
の
森
芸
術
劇
場
で
行 

わ
れ
た
第
38
回
全
日
本
ア
ン 

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
金 

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
数
々
の 

賞
に
輝
い
て
い
る
東
中
学
校 

の
「
吹
奏
楽
」
や
東
小
学
校
、 

豊
成
小
学
校
、
東
中
学
校
の 

合
同
演
奏
も
行
わ
れ
、
素 

敵
な
音
色
を
会
場
に
響
か 

 

せ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
発 

 

表
が
終
わ
る
と
、
会
場
い 

っ
ぱ
い
に
拍
手
が
沸
き
起 

こ
り
、
演
奏
の
素
晴
ら
し
さ 

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 

 
 

会
場
に
は
、
２
階
の
保
護 

 

者
席
に
座
り
き
れ
な
い
ほ
ど 

多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た 

だ
き
、
会
場
全
体
が
一
つ
に 

な
り
、
幸
せ
な
ひ
と
時
を
過 

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

 

※ 教育委員会だよりは、年 3 回（6 月、11 月、3 月）の発行を予定しています。 

教育委員会だより（４） 

校長 鈴木高志 

「地域とともに歩む学校教育は不滅なり」・・・本校は今年度､学校創立 100 周年を迎えました。
前身は大正 4 年に武射田､御門､宮、薫陶の各小学校が統合されて豊成尋常小学校として開校。そ
の後､現校名となり現在に至っています。この 100 年の歴史の中では戦争の悲劇の歴史もありまし
たが､地域に支えられた豊成教育はしっかりと守られてきました。本校の特徴の一つとして､現在
においても地区の各種団体や後援会等の協力・支援があり、また緑豊かで長閑な田園風景が広が
る教育環境のもと､児童は伸び伸びと活動できる環境下にある学校として存在しています。児童数
の推移としては､現在は 227 名（11 学級）であり､平成 7 年度を境に減少傾向にありますが、これ
までに延べ 5,087 名が巣立ち､多岐の分野で活躍しています。そういう意味でも本校は地域に支え
られる「歴史と伝統のある学校」と言えます。その伝統と歴史を継承しながら、現在は学校教育
目標「自ら学び､心豊かで、たくましく生きる児童の育成」の具現化に向け，子ども・教職員が一
丸となって教育活動に取り組んでいます。目指す学校像として「一人一人が大切にされ､個が活            
かされる楽しい学校」「明るい挨拶と笑顔が溢れる学校」「きれいで潤いのある学校」「人や自然を大 
切にし、ふるさとを誇れる学校」「地域と一体となって子どもを育む学校」 

を掲げ教育活動の充実を図りながら進めています。 

 本校の歴史が続く限り、私達教職員も積極的に地域とつながり、絆を深  
め合える喜びを感じて行くことが何よりも子どもにとって大切と強く 
思います。時代や環境の変化を柔軟に受け入れながら､今後も「子ども 
を主人公として」地域と一体となった学校づくりを目指し努力します。  
                                  
 

 

学校教育目標 自ら学び、心豊かで、たくましく生きる児童の育成 
～心豊かでたくましく生きる豊成っ子～ 

 

小

・
中

学

校

音

楽

発

表

会 

写真は鴇嶺小学校音楽部。11 月 8 日の千葉県大会 
に出場し、みごと県代表として来年 2 月の東日本大会 
への出場が決まりました！ 


